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住谷先生

春も近いこの頃、先生にはお兀丸にお過どしのことと存じます。
マンチェスターへ参りまして、はや半年、こちらの生活にもすっかり慣れ、元

気に過ごしております。ここ、 univ. of Manchester lnstitute of science

and Techn010gy (略称 UMIST ユミスト)は、ロンドンの lmperial c0Ⅱe客e
Of scienceand Techn010gy と並んで工科系としては英国最高の大学です。御
存知のように、文科系ではオックスフォード、ケンブリッジです。英国でも日本
と同様に大学格差があり、各大学の評価が就職その他すべての面に影響を与えて
おります0 大学入試の制度がない英国でもこのような大学の格差があることには
多少驚いておりますが、米国でも MIT, univ. of califmnia 等がエリートコー
スとして評価されていることを考えれぱ、この種の問題は世界各国共通のように
思えます。

ここ UMIST で特に目にっく点、日本と異なっている点は、海外からの留学
生および研究スタッフが圧倒的に多いことです。これは lmpeTial c0Ⅱege でも
同じです。留学生の大半は旧英領植民地(common wealth)および中近東から
来ております。この点で大英帝国の面影を見い出すとともに、衰えたりとはい
え、英国の全世界に対する潜在力を感じざるを得ません。これら留学生のほとん
どが帰国後はその国の指導者になっているのですから。この点、わが国の大学の
底の浅さと弱さを痛感しております。また、教員および研究員も半数が海外から
来ており、たとえば現在の電気工学部のHeadは南アフり力、カエ学科のHead
はスヘインという有様です。

また教授の数が非常に少ない点も日本と大変異なっております。たとえぱ、電
気工学部で講師以上の教員30名に対し、教授は4名です。従って、教員相互の業
績に関する競争が非常に激しく、大半は教授になれません。この点、私にとって
非常に刺激となっております。

ところで、先日"HistoTy loday"なる月刊誌の PP.103~110 に、彼の口ーザ

ルクセンブルグの記事を見つけま〔オこ。さっそく買い求

め、昨日 A辻 MaⅡにてそちらへお送りいたしました。
お役に立てぱ幸いに存じます。では、本日はこれにて失

礼いたします。奥様にもよろしくぉ伝え Fさい。御自愛

のほどお祈りいたします。 3月1日 雨谷昭弘

*雨谷昭弘氏(大学工学部専任講師・電磁気学)は、現

在、英国、マンチェスター大学科学技術研究所におい

て、超高圧送電系統における開閉サージの解折を研究

中である。帰国は本年8月の予定。

PA VI0 雨谷昭弘
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論』

憲
政
記
念
館
特
別
展
へ
の
出
展
に
あ
た
っ
て

中
條
毅

な
書
物
で
あ
る
。
戦
後
、
住
谷
悦
治
総
長
ら
と
明
治

文
化
の
研
究
を
し
て
い
九
絲
屋
寿
雄
氏
(
近
代
映
画

協
会
役
員
)
か
ら
人
文
研
が
譲
り
受
け
六
も
の
で
あ

る
。

『
需
』
は
土
佐
藩
士
、
坂
本
龍
馬
の
態
政
意
見

と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
民
主
主
義
愚
の
立
場

か
ら
世
論
に
ょ
る
政
治
を
提
唱
し
て
、
蕪
政
の
改
革

を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の

先
駆
と
な
っ
た
「
船
中
八
策
」
(
慶
応
三
年
六
月
、

坂
本
龍
馬
が
長
崎
か
ら
京
へ
の
航
海
途
上
ま
と
め
た

八
項
目
か
ら
成
る
構
想
)
の
背
景
と
な
っ
た
も
の
で

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
)

あ
る
。

わ
が
国
の
墾
開
設
八
十
年
を
黒
し
て
「
憲
政

■
念
館
L
 
が
国
会
議
事
堂
の
前
に
設
立
さ
れ
た
。
議

会
制
民
主
主
義
に
対
す
る
需
を
深
め
る
た
め
に
、

国
会
の
鴛
や
運
営
な
ど
を
紹
介
す
る
内
外
の
資
料

と
議
会
政
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
々
に
関
係
の
あ

る
資
料
と
を
展
示
し
て
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い

る
0

こ
の
憲
政
記
念
館
の
開
館
黒
特
別
展
に
お
い

て
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
需
』

そ
の
ト
ッ
プ
に
屡
尓
さ
れ
、
初
公
開
さ
れ
九
。

.
>
、

力

『
藩
論
』
の
原
本
は
木
版
刷
、
明
治
紀
元
十
二
月

に
二
百
部
印
刷
さ
れ
た
が
、
現
在
は
同
志
社
大
人
文

研
に
唯
一
冊
、
保
存
さ
れ
て
い
る
門
外
不
出
の
貴
重

層
論
、
に
つ

キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
は
そ
の
発
足
当

初
、
当
時
、
代
表
で
あ
っ
九
住
谷
悦
治
博
士
の
世
話

で
、
露
寿
雄
氏
の
襲
蔵
植
か
か
る
明
治
初
期
の
政

て

杉
井
六
郎

五
こ
う

治
・
経
済
関
係
の
稀
觀
書
を
ま
と
め
て
、
西
北
書
店

を
介
し
て
購
入
し
た
。
研
究
会
で
は
、
こ
の
文
献
の

特
殊
性
に
か
ん
が
み
、
「
絲
屋
文
庫
L
 
と
な
づ
け
て
、

『こ
1

について

し、
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従
来
こ
れ
を
別
置
形
式
を
と
っ
て
保
管
し
て
い
る
0

『
需
』
は
そ
の
な
か
の
白
眉
の
一
冊
で
あ
る
。

い
ま
、
『
藩
論
』
の
明
治
憲
政
史
、
あ
る
い
は
日

本
に
お
け
る
近
代
政
治
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
諸

先
学
の
験
尾
に
付
し
て
こ
れ
を
考
究
す
る
こ
と
は
、

別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
『
藩
論
』
研
究
に
関
す

る
私
の
研
究
上
の
一
っ
の
迂
路
を
の
べ
て
、
読
者
諸

賢
の
参
考
に
供
し
よ
う
と
思
う
。

す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
『
藩
論
』
は
、
昭

和
四
十
四
年
五
月
に
同
志
社
大
学
住
谷
篠
部
奨
学
金

出
版
会
に
ょ
っ
て
原
版
本
の
体
裁
そ
の
ま
ま
に
複
製

さ
れ
、
こ
れ
に
は
住
谷
総
長
に
ょ
る
解
説
が
末
尾
に

合
綴
さ
れ
て
ぃ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
『
藩
論
』
は

明
治
四
十
四
(
一
九
一
一
)
年
七
月
の
「
ジ
ャ
。
ハ
ン
.

ク
ロ
ニ
ク
ル
」
に
イ
ギ
リ
ス
人
ホ
ー
ル
と
い
う
人
の

翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。

住
谷
総
長
の
こ
の
解
説
は
、
尾
佐
竹
猛
博
士
の
「
坂

本
龍
馬
の
『
藩
論
』
」
(
明
治
文
化
研
究
会
編
「
季
刊

明
治
文
化
研
究
L
 
第
一
輯
所
収
、
昭
和
九
年
二
月
、

書
物
展
望
社
)
、
さ
ら
に
は
、
千
頭
清
臣
の
『
坂
本

龍
馬
』
(
「
偉
人
伝
叢
書
L
 
第
二
冊
、
大
正
三
年
六
月
、

博
文
館
)
に
ょ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
者
は
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
一
日
の
「
ジ

ヤ
ハ
ン
.
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
に
英
訳
さ
れ
て
掲
載
さ
れ

た
と
し
、
後
者
は
、
じ
つ
は
前
者
が
典
拠
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
「
著
者
曾
て
之
れ
を
「
ジ
ャ
。
ハ
ン

ク
ロ
ニ
ク
ル
」
紙
上
(
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
一

日
発
行
)
に
掲
げ
た
る
事
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
二
四

ハ
ヘ
ー
ジ
か
ら
二
六
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
↓
墨
'

語
一
円
一
5
=
 
0
{
円
〕
N
で
N
=
ゆ
切
ゆ
で
少
ヨ
勺
ず
一
ゆ
一
一
今
三
一
ゆ
ル

,
,
工
習
え
0
=
一
一
(
*
一
ず
血
 
6
一
豊
ψ
一
m
合
m
m
-
0
出
.
J

ヤ
貸
二
、
ヤ
貿
二
一
.
を
引
用
紹
介
し
て
い
る
。
千
頭

の
こ
の
文
章
は
、
そ
の
「
著
者
」
と
い
う
の
は
誰
で

あ
る
か
明
瞭
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
は

千
頭
個
人
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、
こ
こ
に
一
っ
不
思
議
な
事
実
に
ぷ
っ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
諸
書
ひ
と
し
く
伝
え
て
い
る
「
ジ
ャ
パ

ン
.
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
の
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
一

日
の
紙
面
を
み
る
と
、
『
藩
論
』
に
関
す
る
記
事
は

な
に
一
つ
見
当
た
ら
な
い
。
念
の
た
め
に
、
そ
の
前

後
を
渉
猟
し
て
も
、
さ
ら
に
「
ジ
ャ
バ
ン
・
ク
ロ
ニ

ク
ル
L
 
の
週
刊
版
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク

ル

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
エ
デ
ィ
シ
,
ン
」
を
見
て
も

該
当
す
る
記
事
は
ま
っ
た
く
な
い
。
掲
載
主
が
指
摘

す
る
紙
上
な
ら
び
に
そ
の
日
付
に
該
当
記
票
見
ら

れ
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き

か
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
当
日
付
の
「
ジ
ャ
パ
ン

)
0

ク
ロ
ニ
ク
ル
L
 
に
九
よ
っ
て
従
来
こ
れ
を
翻
す

る
こ
と
が
ど
う
し
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

)
、

力
と
い
う
疑
閻
を
禁
じ
え
な
い
。

従
来
『
需
』
は
そ
の
凉
版
本
が
潭
滅
し
、
こ

の
英
訳
文
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
高
樗
司
博
士
の

研
究
は
、
筆
者
は
ま
だ
閲
読
す
る
機
を
え
な
い
が
、

侘
谷
総
長
の
話
に
ょ
る
と
、
英
訳
文
か
ら
の
反
訳
を

試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
千
頭
消
臣
の
『
坂

本
龍
馬
』
に
収
め
ら
れ
た
英
訳
「
需
」
が
基
礎
に

な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
ー
し
か
も
そ
の
英
訳

し
よ
う
い
ん

「
藩
論
L
 
は
冒
頭
の
「
小
引
」
を
欠
き
、
一
章
「
一
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新
の
総
論
」
、
二
章
「
甫
め
て
変
革
の
基
を
開
く
」

だ
け
が
逐
語
的
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ー
が
、

筆
者
の
追
究
の
関
心
は
、
し
た
が
っ
て
千
頭
清
臣
の

『
坂
本
龍
馬
』
所
収
の
英
訳
「
需
L
 
の
藍
本
は
何

で
あ
る
か
と
い
う
に
あ
る
か
と
い
う
に
あ
っ
九
。

こ
の
探
求
は
短
時
日
に
な
し
え
な
い
と
な
か
ば
諦

め
て
い
九
と
こ
ろ
、
最
近
、
憲
政
記
念
館
、
滝
口
紀
男

館
長
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
ど
教
示
に
あ
ず
か
っ
た
。

館
長
の
早
速
の
ど
好
意
を
記
し
て
籌
し
、
あ
わ
せ

て
、
英
訳
「
藩
論
」
の
藍
本
と
、
こ
れ
に
関
す
る
西

田
長
寿
博
士
の
解
説
を
披
露
し
て
お
こ
う
。

「
ジ
ャ
パ
ン
.
タ
イ
ム
ズ
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

メ
イ
ル
」
(
東
大
明
治
文
庫
所
蔵
)
の
一
八
六
九
年

十
二
月
三
十
日
(
明
治
二
年
十
一
月
二
十
八
旦
紙

上
に
は
、

エ
ン
Z
 
夘
O
Z

乏
ゆ
讐
ゆ
伽
一
N
住
 
8
 
ず
ゆ
伽
ず
一
ゆ
一
0
如
一
ぐ
ゆ
0
昇
§
住
ゆ
易

芽
ゆ
小
誘
一
で
曾
一
0
{
印
=
又
プ
R
昌
一
ゆ
え
m
=
口
伽
〕
山
で
か
出
ゆ
m
ゆ

で
0
=
牙
N
一
で
N
ヨ
勺
ず
一
ゆ
一
.
翆
含
 
8
ヨ
や
一
ゆ
区
ミ

m
ず
N
=
 
n
0
ヨ
ヨ
ゆ
三
仁
や
0
出
ニ
ヨ
 
0
昌
一
ゆ
N
ル
昌
伽

8
=
ヨ
誘
.
と
表
題
お
よ
び
注
記
が
な
さ
れ
て
、

↓
掛
=
m
一
具
一
0
=
0
{
仙
〕
か
で
N
づ
含
ゆ
一
仙
ヨ
で
三
ル
一
一
雪
ヨ
一
ゆ
区

、
工
男
%
号
、
、
(
↓
ず
ゆ
 
n
一
即
易
.
ン
ご
一
m
容
器
一
0
=
.
)

の
題
名
が
続
き
、
第
一
章
が
掲
載
さ
れ
、
末
尾
に

↓
ず
ゆ
 
m
ゆ
0
0
=
ル
で
旦
ヨ
 
0
長
兄
葬
と
、
次
号
に

続
載
の
む
ね
を
し
る
し
て
い
る
。
こ
の
訳
者
に
つ
い

て
は
記
載
が
な
く
、
ま
た
明
治
文
庫
に
は
一
八
七
0

年
以
降
の
「
ジ
ャ
。
ハ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
.
オ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
・
メ
イ
ル
」
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
西
田
博
士

「
一
八
七
0
年
一
月
以
降
の
同
紙
に
接
し
得
ば
、

は全
部
が
知
得
さ
れ
よ
う
し
、
そ
の
論
評
を
も
知
ら
る

る
こ
と
と
思
ふ
。
此
の
訳
者
が
何
人
で
あ
る
か
等
の

詮
穫
私
の
な
し
得
る
所
で
な
い
。
唯
だ
以
上
の
事

実
が
或
は
大
方
の
研
究
家
に
少
し
で
も
役
立
て
ぱ

よ
い
」
〔
「
『
藩
論
』
の
英
訳
」
(
『
明
治
文
化
』
七
巻

夸
・
昭
和
九
年
六
月
所
収
)
〕
と
し
る
さ
れ
て
い

る
0
 
い
ま
早
急
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
.
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
イ
ル
」
の
「
藩
論
」
に
関
す
る
コ

メ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る

が
、
『
藩
論
』
が
そ
の
版
本
の
出
版
か
ら
二
年
た
ら

ず
で
そ
の
翻
訳
が
維
新
草
創
期
の
政
治
論
と
し
て
海

外
外
国
人
に
も
報
ぜ
ら
れ
た
意
味
は
、
き
わ
め
て
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
千
頭
清
臣
の
『
坂

本
龍
馬
』
所
収
英
訳
文
と
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
の

異
同
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
文
と
見
な
し
て

よ
く
、
し
か
も
、
そ
の
題
名
が
「
ジ
ャ
。
ハ
ン
・
タ
イ

ム
ズ
.
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
イ
ル
」
が
、
↓
ず
n

δ
一
N
誘
.
ン
ロ
一
仂
0
仁
訟
一
0
罫
と
し
て
い
る
の
は
、

し
よ
ら
い
ん

「
小
引
」
に
み
ら
れ
る
原
義
に
忠
実
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
当
世
時
論
ノ
一
歩
ヲ
告
諭
シ

窺
二
藩
謡
ヲ
右
ケ
ン
カ
為
ノ
聯
筆
写
ノ
労
二
代
ル
老

婆
心
初
ナ
リ
」
と
は
、
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
に
ょ
っ
て
『
藩
論
』
の
英
訳
が
出
さ
れ
た
の

は
、
明
治
四
十
四
年
七
月
「
ジ
ャ
パ
ン
.
ク
ロ
ニ
ク

ル
」
で
は
な
く
て
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
.
オ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
イ
ル
」
に
ょ
っ
て
、
明
治
二
年
十

一
月
末
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
訳
者
は
ホ
ー
ル
と
断
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
版
籍
奉
還
後
の
政
体
の

帰
趨
を
ひ
ろ
く
内
外
、
江
湖
に
知
ら
せ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
な
託
伝
に
は
、
な

ん
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
は
「
ジ

ヤ
ξ
ン
.
タ
イ
ム
、
ス
・
オ
ー
バ
ー
一
フ
ン
ド
.
メ
イ
ル
」

か
ら
、
さ
ら
に
後
年
い
ず
れ
か
に
転
載
す
る
こ
と
が

行
な
わ
れ
九
の
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
草
創
期
の
政

治
過
程
に
、
内
外
か
ら
す
る
干
渉
の
な
か
で
、
土
佐

藩
の
自
生
の
「
藩
論
」
が
、
日
本
の
政
体
の
行
く
え

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
痛
快
事
と
称
し
て
ょ
い
。

な
お
、
こ
の
小
文
を
お
わ
る
に
当
た
っ
て
、
か
さ

ね
て
衆
議
院
憲
政
記
念
館
館
長
、
滝
口
紀
男
氏
の
ど

厚
誼
に
深
い
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
す
。

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
専
任
研
究
員
)

46




